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定期検査報告と保守点検

◎定期検査報告（建築基準法第12条の3項に基づく検査）：定期検査で
は，検査者（一級建築士または二級建築士または昇降機等検査員）がおお
むね6ヶ月～1年ごと※1に，「エレベーターが国土交通大臣が定める基準※2
に適合しているかどうか」を調べる．そして，定期検査の結果に基づいて，
定期検査報告書を作成し，特定行政庁に報告する義務がある． 
※1　多くの特定行政庁では，1年ごとと定めている 
※2　国土交通大臣が定める基準（検査の項目，方法，判定基準）は，平成20年国土交通省告示第283号に記述され
ている 

◎保守点検（建築基準法第8条に基づく点検）：専門技術者が，使用頻度に
応じて「エレベーターに異常がないかどうか」を調べる．保守点検の記録
は３年以上保管するものとされている．（昇降機の適切な維持管理に関す
る指針）努力義務保守点検の目的は，法令（建築基準法第8条「維持保
持」）の遵守，つまり昇降機の”性能維持”と”安全保持”である．



本調査は，一部の保守会社で導入しているロープテスターを活用した検査方
法や診 断精度の実態を調査するとともに，「規制の精緻化に向けたデジタル
技術の開発/高精度センサーを用いたエレベーターの定期検査に係る技術開
発」において開発する非接触型の高精度センサーの有効性を調査し，目視や
寸法検査と同等の診断精度があるか評価することを目的として実施した． 
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2020年度成果報告書

「人間による検査にどこまで迫るか？」が評価軸 

もし，人間が見落とすかもしれない損傷を 

劣化の進行微係数が連続的に，測定できれば 

安全性の向上と，補修作業の効率化が図れるのでは
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連続的な状態量の変化率（昨日と何が違う）の把握が可能 
メンテナンスの精度向上と適切な補修・交換作業 
遊戯施設のボルト損傷事例などにも有効
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TimeBasedMaintenaceからConditionBasedMaintenaceへ
TBM（現在） CBM（これから）

まずはデータ収集を実施することが重要（分析モデルの高度化） 
現在の定期検査，保守点検を否定するものではない 
リスク情報を応用した検査・交換頻度に関する検討
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鉄道電気設備におけるスマートメンテナンスの取り組み
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機械学習 Deep Learning

2012 
AlexNet

2014 
GoogleNet 2016  

ResNet

CBM実現のために

6

http://www.image-net.org/static_files/files/ILSVRC2017_overview.pdf
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CBM実現のために

AIの画像の識別精度は人間を上回る
深層学習を活用した構造健全性評価

深沢，藤田，深層学習を用いた構造ヘルスモニタリングに関する研究，
Dynamics and Design  2021，日本機械学会
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https://scholar.google.co.jp/scholar?q=Dynamics+and+Design&hl=ja&as_sdt=0&as_vis=1&oi=scholart
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実力の程は？

Woman with a Parasol,1886 

Claude Monet

https://en.wikipedia.org/wiki/Claude_Monet
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実力の程は？

Woman with a Parasol,1886 

Claude Monet

https://en.wikipedia.org/wiki/Claude_Monet

Painted by Fukasawa using Deep Learning Model
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実力の程は？

The Scream, 1893

https://www.edvardmunch.org

Painted by Fukasawa using Deep Learning Model

Edvard Munch
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実力の程は？

The starry night, 1889

https://ja.wikipedia.org/wiki/

Painted by Fukasawa using Deep Learning Model

Vincent van Gogh
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最後に
令和３年度 建築基準整備促進事業において「P14　大地震時におけるエ
レベーターの閉じ込め防止に関する検討」を実施中 
構造モニタリングシステム等の建物情報との閉じ込め対策のための情報共
有により自動診断仮復旧運転の領域の拡大範囲等の技術的要件を明確化   

防災（Goal 11）
住み続けられる 
まちづくりを

SDGsと日本の取組

安全で災害に強く，持続可能な都
市及び居住環境の実現が目標

日本の保守・点検・整備技術は世界最高レベル
世界の潮流に遅れることなく今後もこのレベルを維持し，国際
的競争力を高めてほしい


